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円
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※ ③については、別紙様式５（添付書類１）により内訳を添付すること。※②については、前年度の改善実施期間につながるようにご注意ください。

※

※

※ 他の道府県に所在する複数の事業所等を一括して提出する場合は、添付書類３を添付すること。

上記について相違ないことを証明いたします。

令和 2 年 8 月 28 日

（役職名　代表者名） 理事長　沖山　芳清 印

介護職員処遇改善実績報告書（令和 元

算定した加算の区分　（複数の場合も該当に○をする） 介護職員処遇改善加算　（　　　Ⅰ　　　Ⅱ　　　Ⅲ　　　Ⅳ　　　Ⅴ　　　）

加算による賃金改善実施期間 平成

ⅱ）加算を算定しない場合（元々の賃金水準）の賃金の総額

賃金改善所要額（ⅰ-ⅱ） 49,834,294

257,551,223

令和元年度介護職員処遇改善加算総額
※介護職員処遇改善加算総額のお知らせ
　R元/5～令和2/4の国保連審査分

27,858,420

④

ⅰ）加算の算定により賃金改善を行った場合の総額 

207,716,929

介護職員常勤換算数（②の期間の総数）
　＜入力は小数点以下第１位まで＞

815.0

加算（Ⅰ）の上乗せ相当分（加算ⅠとⅡの差額分）を用いて計算する場合

令和元年度介護職員処遇改善加算の総額
(加算Ⅰと加算Ⅱの差額)

⑥

ⅲ）加算の算定により賃金改善を行った場合の総額

ⅳ）令和元年度が加算（Ⅱ）だった場合（元々の賃金水準）の賃
金の総額

賃金改善所要額（ⅲ-ⅳ）

介護職員一人当たり賃金月額（④ⅰ）÷⑦
＜少数点以下切捨て＞

316,013

⑨

給与項
目記号

改善した給与項目・内容
金額

（項目ごとの総額）

ア
常勤介護職員22名の基本給に対し一人当たり10,600円
から88,650円の範囲で増額。非常勤介護職員61名の時
間給に対し1時間当たり50円から182円の範囲で増額。

22,605,456

688,920

ウ

令和1年6月及び12月に賞与（ボーナス）を常勤介護職員
22名に賃金改善前と比較し、最大で418970円の増額、
非常勤介護職員54名に賃金改善前と比較し、最大
243911円の増額

9,154,320

エ
改善により増えた法定福利費法人負担分

5,490,847

イ
特養及び短期入所介護事業所の常勤・非常勤介護職員
に対し夜勤1回の手当を500円増額。（延べ1707回/年） 853,500

イ

非常勤介護職員のうち早番、遅番業務を行う職員27名、
夜勤業務を行う職員11名に対しそれぞれ時給1時間当た
り50円を支給。

3,414,100

イ
非常勤介護職員のうち介護福祉士の資格を有する職員
15名に対し時給1時間当たり　30円を支給。（資格手当）

イ
非常勤介護職員のうち訪問介護事業所で従事する職員
1名に対し時給1時間当たり30円を支給。（資格手当） 96,000

イ
常勤介護職員19名、非常勤介護職員34名に対し年末年
始手当を1日当たり3,000円増額。 555,000

③と⑩を比較し必ず⑩が上回らなければならない。

⑩については、積算の根拠内容を⑨に明記し、記入欄が足りない場合は、適宜欄を追加するか別紙を添付すること。

社会福祉法人　養和会（法人名）

⑨に要した総額（法定福利費等を含む） 49,834,294

介護職員一人あたり賃金改善月額（⑩÷⑦）
　＜小数点以下切捨て＞

61,146

イ

イ

常勤介護職員22名の通勤手当を月額1300円から2000
円を増額。非常勤介護職員54名に日額65円から140円
を支給。

1,085,655

常勤介護職員22名に対し、基本給増加分として超過勤
務手当を増額。 5,890,496

★給与項目記号について
下記項目から、該当の記号を記入
してください。
※エの法定福利費等に福利厚生
は充てられません（賃金改善では
ない為）

②の期間において実施した賃金改善
の概要
（改善した給与の項目及びその金額
等について具体的に記載すること）


